
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
さ
つ
。「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

に
基
づ
き
、
対
象
職
場
５０
中

げ
相
場
を
作
り
大
幅
賃
上
げ

が
進
ま
な
い
大
き
な
要
因
と

言
え
る
。
コ
ロ
ナ
不
況
か
ら

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は

大
企
業
の
内
部
留
保
を
労
働

者
に
還
元
し
、
大
幅
賃
上
げ

を
実
現
し
よ
う
！
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来

賓
あ
い
さ
つ
に
駆
け
つ
け
て

頂
い
た
、
大
阪
労
連
・
菅
議

２５
職
場
で
２
月
９
日
に
提

出
、
月
額
２
万
５
，
０
０
０

円
～
４
万
５
，
０
０
０
円
の

要
求
で
今
闘
っ
て
い
ま
す
。

建
交
労
大
阪
が
組
織
す
る
職

場
は
圧
倒
的
に
中
小
零
細
企

業
で
、
個
別
の
企
業
単
位
だ

け
の
交
渉
で
は
、
厳
し
い
経

営
実
態
が
あ
る
だ
け
に
、
賃

上
げ
交
渉
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。」
と

述
べ
る
と
と
も
に
「
コ
ロ
ナ
不

況
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
へ
の
経

済
制
裁
が
強
め
ら
れ
る
中
で
、

燃
料
高
騰
に
拍
車
が
か
か
り
、

あ
ら
ゆ
る
物
価
が
軒
並
み
引

き
上
げ
ら
れ
る
中
で
闘
わ
れ

る
。
私
た
ち
の
真
の
敵
は
、
政

官
癒
着
政
治
と
大
企
業
優
遇

で
あ
る
。
ま
た
、
労
使
協
調
路

線
を
と
る
連
合
が
低
い
賃
上

夢
洲
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ

ン
ド
で
決
起
集
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
阪
府
本
部
と
大
阪
ト
ラ
ッ

ク
部
会
は
４
月
３
日
（
日
）

小
雨
が
降
る
中
、
全
体
の
参

加
者
７０
名
で
舞
洲
ス
ポ
ー
ツ

ア
イ
ラ
ン
ド
陸
駐
車
場
か
ら

な
ん
ば
敷
津
交
差
点
ま
で
の

間
、
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。
早
朝
は
、
舞

洲
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
陸

駐
車
場
に
ト
ラ
ッ
ク
２９
台
、

宣
伝
カ
ー
３
台
が
結
集
し
、

決
起
集
会
を
開
催
。
物
流
ウ

ィ
ー
ク
リ
ー
の
取
材
も
あ
り

ま
し
た
。
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

会
・
芦
崎
事
務
局
長
の
司
会

進
行
で
始
ま
り
、
冒
頭
に
主

催
者
を
代
表
し
て
大
阪
府
本

部
・
前
村
執
行
委
員
長
が
あ
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長
、
大
阪
交
運
共
闘
・
庭
和
田

事
務
局
長
、
日
本
共
産
党
・
辰

巳
孝
太
郎
前
参
議
院
議
員
大

阪
選
挙
区
予
定
候
補
か
ら
あ
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況
か
ら
経
済
を
活
性
化
。
運

輸
・
建
設
業
の
魅
力
あ
る
職
場

を
め
ざ
そ
う
！
」
と
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
な
ん
ば
高

島
屋
前
に
は
大
阪
合
同
支
部

６
名
、
神
田
支
部
２
名
が
結
集

し
、
同
様
の
宣
伝
行
動
を
実
施

し
府
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。 

 

唱
で
決
起
集
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
パ
レ
ー
ド
は
、
舞
洲
ス

ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド
陸
駐
車
場

を
出
発
し
て
野
田
阪
神
駅
前
で

関
西
支
部
１０
名
が
ト
ラ
ッ
ク
運

輸
業
２
０
２
４
年
問
題
の
ビ
ラ

配
付
を
行
う
と
と
も
に
、「
平
和

を
守
れ
！
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
反
対
！
」
「
コ
ロ
ナ
不

後
、
荻
田
書
記
長
か
ら
コ
ー
ス

と
注
意
事
項
の
説
明
。
最
後
に

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・
植
西
部

会
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
三

い
さ
つ
を
受
け
、
大
阪
ト
ラ

ッ
ク
協
会
・
滝
口
専
務
理
事

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
を
報
告
。
そ
の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長
が
「
全
日
土
建
か
ら
建
交
労

へ
変
遷
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に

約
３０
分
間
の
講
義
を
行
い
、

全
日
土
建
一
般
労
働
組
合
が

１
９
４
７
年
に
結
成
し
、
１
９

５
３
年
に
全
日
本
自
由
労
働

組
合
（
略
称
・
全
日
自
労
）
へ

改
名
し
た
こ
と
や
、
１
９
６
１

 

大
阪
府
本
部
は
、
４
月
９

日
・
１０
日
（
土
・
日
）
の
１

泊
２
日
で
、
大
阪
府
本
部
全
体

の
組
織
強
化
・
各
支
部
の
交
流

と
府
本
部
役
員
を
次
世
代
へ

継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
学
習
交
流
会
を
京
都
府
・
大

正
池
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
全
体
で

３８
名
、
関
西
支
部
１２
名
、
大

阪
合
同
支
部
９
名
、
関
西
合
同

支
部
９
名
、
此
花
支
部
４
名
、

関
西
ダ
ン
プ
支
部
２
名
、
神
田

支
部
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
関
西
支

部
参
加
者
の
大
半
が
２０
代
・

３０
代
の
組
合
員
で
次
世
代
へ

の
継
承
の
準
備
が
進
ん
で
い

る
こ
と
と
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

初
日
の
学
習
会
は
荻
田
書

記
長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

第
１
部
学
習
会
は
、
前
村
委
員

年
頃
に
３５
万
人
と
な
っ
た
失

対
労
働
者
の
う
ち
、
全
日
自
労

に
２３
万
人
が
結
集
し
、
労
働

者
階
級
の
闘
い
を
は
じ
め
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
主
運
動
、

平
和
運
動
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
事
。
１

９
５
９
年
、
石
炭
か
ら
石
油
へ の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換

で
、
炭
鉱
の
縮
小
・
閉
山
が

強
行
さ
れ
炭
鉱
労
働
者
１０

万
人
の
首
切
り
、
三
池
炭
鉱

労
働
者
１
，
２
７
８
人
の
指

名
解
雇
の
押
し
つ
け
、
６１

年
・
６２
年
に
炭
労
と
共
同
共

闘
を
強
め
「
た
ろ
う
、
じ
ろ

う
」（
炭
労
、
自
労
）
の
闘
い

の
歴
史
な
ど
を
説
明
。
１
９

８
０
年
に
は
、
全
日
自
労
、

全
国
建
設
、
建
設
・
資
材
一

般
労
働
組
合
協
議
会
に
加
盟

す
る
３３
単
産
労
働
組
合
が

「
組
織
統
合
基
本
文
書
」
に
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基
づ
い
て
組
織
統
合
し
全
日
自
労

建
設
一
般
労
働
組
合
（
略
称
・
建
設

一
般
全
日
自
労
）
を
結
成
。
そ
の
時

代
に
、
ダ
ン
プ
の
労
働
者
性
の
た
た

か
い
で
労
組
法
上
の
労
働
者
「
ダ
ン

プ
持
ち
労
働
者
」
を
認
め
さ
せ
る
た

た
か
い
を
行
い
、
さ
ら
に
、
１
９
９

１
年
８
月
に
農
村
労
連
、
建
設
一
般

全
日
自
労
が
組
織
統
合
し
、
全
日
自

労
建
設
農
林
一
般
労
働
組
合(

略

称
：
建
設
一
般
）
か
ら
１
９
９
９
年

９
月
建
交
労
に
な
り
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
労
働
者
性
を
争
っ

て
最
高
裁
で
逆
転
勝
利
を
勝
ち
取

っ
た
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肉
・
焼
き
そ
ば
・
お
で

ん
な
ど
に
舌
鼓
を
う
ち

ま
し
た
。
交
流
会
の
途

中
に
関
西
支
部
・
高
橋

副
委
員
長
が
差
し
入
れ

を
持
っ
て
参
加
。
ま
た
、

交
流
会
で
様
々
な
職
場

の
問
題
や
悩
み
な
ど
を

打
ち
明
け
合
い
、
午
後

９
時
頃
ま
で
交
流
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
他
の
支
部
と
交
流
が

出
来
て
、
自
分
の
知
ら

な
い
こ
と
も
聞
け
て
良

か
っ
た
。
年
に
１
回
は

交
流
会
を
や
っ
て
ほ
し

い
。
や
っ
と
大
阪
全
体

の
組
織
が
仲
良
く
交
流

会
が
出
来
る
よ
う
に
な

れ
て
嬉
し
い
。
各
支
部

が
頑
張
っ
て
大
阪
府
本

部
を
支
え
て
い
こ
う
。」

な
ど
の
感
想
を
聞
き
、

大
阪
府
本
部
の
団
結
強

化
に
繋
が
り
ま
し
た
。

翌
日
は
、
朝
食
後
に
写

真
撮
影
し
て
解
散
し
ま

し
た
。 

 

必
要
。
次
の
世
代
の
人
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
。」
な
ど
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

交
流
会
は
、
午
後
３
時
３
０
分

か
ら
開
始
し
、
大
阪
合
同
支
部
・

大
西
副
委
員
長
の
手
料
理
で
焼
き

 
第
２
部
学
習
会
は
、
鷹
巣

副
委
員
長
が
「
全
自
運
・
運

輸
一
般
・
建
交
労
の
歴
史
」

を
テ
ー
マ
に
約

３０
分
間
の

講
義
を
行
い
、
１
９
６
０
年

に
全
自
運
が
結
成
さ
れ
、
結

成
時
の
職
場
が
現
在
も
存
在

し
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と

な
ど
説
明
。
そ
し
て
、
１
９

７
７
年
に
小
樽
一
般
・
函
館

合
同
労
組
・
静
岡
中
小
労
連

が
組
織
統
合
し
１
９
７
７
年

に
運
輸
一
般
が
結
成
。
１
９

て
、
生
コ
ン
に
つ
い
て
は
関
西
支

部
・
藤
川
書
記
長
が
補
足
説
明
し
ま

し
た
。 

 

学
習
会
参
加
の
組
合
員
か
ら
質

問
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

感
想
と
し
て
「
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
も
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８
３
年
運
輸
一
般
時
代
に
武

建
一
が
関
西
地
区
生
コ
ン
支

部
の
約
半
数
近
い
組
合
員
を

引
き
連
れ
運
輸
一
般
か
ら
分

裂
し
た
歴
史
、
建
交
労
に
な
っ

て
か
ら
の
エ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー

闘
争
・
西
神
戸
闘
争
で
職
場
組

合
員
の
解
雇
を
わ
ず
か
１
ヶ

月
程
度
で
撤
回
さ
せ
職
場
復

帰
さ
せ
た
闘
い
な
ど
を
説
明
。 

 

現
在
の
建
交
労
大
阪
で
組

織
し
て
い
る
各
支
部
の
現
状

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
し


